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高知県教育委員会 会議録

令和２年５月定例委員会

場所：教育委員室

（１）開会及び閉会に関する事項

開会 令和２年５月１９日（火）１３：３０

閉会 令和２年５月１９日（火）１４：２９

（２）教育委員会出席者及び欠席者の氏名

出席者 教育委員（教育長職務代理者）平田 健一

教育委員 中橋 紅美

教育委員 木村 祐二

教育委員 永野 隆史

教育委員 森下 安子

欠席者 教育長 伊藤 博明

（３）高知県教育委員会会議規則第８条、第９条の規定によって出席した者の氏名

高知県教育委員会事務局 教育次長（総括） 髙橋 慎一

〃 教育次長 高岸 憲二

〃 教育次長 長岡 幹泰

〃 参事兼人権教育・児童生徒課長 黒瀬 渡

〃 教育政策課長 菅谷 匠

〃 小中学校課長 武田 浩志（付議第1号は除く）

〃 高等学校課長 濱川 智明

〃 高等学校振興課長 髙野 和幸（付議1号のみ）

〃 特別支援教育課長 平石 勝久

〃 保健体育課課長 前田 義朗（付議第1号は除く）

〃 教育政策課課長補佐 泉 千恵

〃 教育政策課教育企画担当チーフ 三谷 玲子（会議録作成）

〃 教育政策課主任指導主事 小島 丈晴（会議録作成）

（４）議事の大要及び教育長等の報告の要旨

【冒頭】

教育長職務代理者 ５月定例委員会を開催する。

本日は、教育長が不在のため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第13条第２項に基づき、教育長職務代理者が議事進行する。

また、本日は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事務局か

らの出席者を議案関係課のみとしている。

教育次長（総括） （提案説明）
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【専決処分報告第１号 令和２年度高知県一般会計補正予算に係る意見聴取に関する専決

処分報告 （教育政策課）】

【専決処分報告第２号 令和２年度高知県一般会計補正予算に係る意見聴取に関する専決

処分報告 （教育政策課）】

○教育政策課長 説明

○質疑

【専決処分報告第３号 県立学校における臨時休業期間の延長等に関する専決処分報告

（高等学校課）】

【報告第１号 学校等における新型コロナウイルス感染症に係る対応について

（教育政策課）】

○高等学校課長・教育政策課長 説明

○質疑

中橋委員

事務局

職務代理者

各委員

職務代理者

職務代理者

各委員

職務代理者

１人１台端末を整備するということだが、各生徒に配布されるのはいつ

頃になりそうか。

１人１台端末については、今回主に国費の対象となっているのは小中学

校になる。小中学校については、市町村の需要を取りまとめており、県で

その調達のサポートをしている。入札手続きや執行に関することについて

は、ある程度の公告期間など法令上の手続きもあるが、そういったものは

できるだけ迅速に行い、夏頃までに手続きは終えるようにしている。その

後の実際の納品の時期については、極力早めるように努力していくが、そ

の一方で、全国的に同じような需要が発生しているので、それぞれのメー

カーとどの位でできるかといった話を進めている。少なくとも年度内には、

整備をした上で使えるようにしたいと考えている。その時期を早められれ

ば早めるにこしたことはないので、我々としては、必要な手続きを迅速に

進め、全国的な需要のことはあるが、業者と今後調整を図っていきたいと

考えている。

まず、専決処分報告第１号の承認を求める。賛成する委員は挙手をお願

いする。

全員挙手

専決処分報告第１号を原案のとおり承認する。

次に、専決処分報告第２号の承認を求める。賛成する委員は挙手をお願

いする。

全員挙手

専決処分報告第２号を原案のとおり承認する。



3

森下委員

事務局

森下委員

事務局

事務局

ルーターの貸出について、低所得者を対象としているが、実態調査もし

ているということだが、大体どれくらいの人数、何パーセントの人が対象

になると考えて予算を計上しているのか教えてもらいたい。

実態調査は現在調査中で、正確な数はまだ把握できていない。無償のル

ーター貸出については、所得が400万円以下の世帯を対象として、手を挙

げてもらうような仕組みにしている。積算としては、そうした計算の元で、

数を想定して計上している。正確な数が手元にないが、状況については、

現在調査をしているところである。

これは質問ではなく今後のお願いだが、医療従事者の方々への人権的な

差別のようなことが、今、保育園でも起きている。これから高校が始まる

が、医療機関に勤めている保護者の子どもへの人権的に問題のある発言が

ある場合も考えられる。高校でも、感染予防だけでなく、その辺りにも留

意して、配慮してもらいたい。

感染予防の観点からあと一点。（私の）大学でも、学生がオリエンテーシ

ョンで来たが、その時間中はきちんと座っているのだが、休み時間になる

と、密接する。椅子も机も距離を置いているが、それを動かして密接する。

やはり友達と話したいのでそうなるのだろうが、その辺りも、学校ではご

注意いただきたいと思う。

まず、人権的な配慮に係ることについてだが、５月12日に、県教委事務

局の各課長で構成している人権教育推進委員会の中で、新型コロナウイル

ス感染症に基づいた誹謗中傷の実態について共通認識を持った。ご承知の

とおり、東部地域の小学生の罹患したことについて、誹謗中傷がものすご

く起きてしまった。村全体への差別的な発言が非常に多かった。このよう

な現状を各課長にも把握してもらったうえで、このようなことがあっては

いけない、やはり学校教育の中で、子どもたちに正しい認識のもとに、医

療関係者や運送業者など、私たちの生活を支えてくれている人たちに感謝

の気持ちを持って、みんなで支えていく、そういった気持ちを持てるよう

な教育が必要だろうということから、先週木曜日（14日）に、児童生徒向

け、また保護者向けにメッセージを出した。その中では、委員の言われる

ように、誹謗中傷があってはいけないこと、このような時期なので、みん

なでしっかり協力していくことなどをメッセージとして出している。学校

再開後には、ホームルームや学級活動の中で、そのメッセージを使って、

先ほどのことについて、共通認識する取組が行われたとの報告を受けてい

る。

関連して、先週文部科学省から、感染を含め差別、偏見について、各学

校の再開に合わせて指導資料が届いている。それについても先ほどのメッ
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事務局

木村委員

事務局

中橋委員

事務局

セージを出す前に（学校に通知を）出している。各学校で新型コロナウイ

ルス感染症についての学習をするということで、先日もテレビ等で小学生

が学校再開に合わせて、勉強している風景も出ていた。各市町村の学校や

県立学校でも、そういった資料は送っているので、児童生徒に対して指導

してもらえると考えている。

先ほどお答えできていなかった無償貸出ルーターの状況だが、県の部分

としては、県立中学校と県立特別支援学校中等部までとなっている。対象

数としては、1,000人程度が母数となり、その中で400万円以下の世帯が

県立中、特別支援学校を合わせて全体の約３割になる。実際の数としては

300台程度という計算で、予算を組んでいる状況である。

ルーターにしてもタブレットにしても、つながらないとか操作がうまく

いかないということが必ず起きてくる。実際には今年の秋冬以降、もしく

は来年度となるのだろうが、子どもが困ったときにつながるコールセンタ

ー的なものについての予算をつける、もしくはそれが入札の条件に入って

いるなど、そういった措置が必要になると思う。そういったことは予算に

入っているのか。

GIGAスクール構想の中で進めている1人１台端末の整備については、入

札の条件や事務的な手続きの中でも精査が必要になるが、その後のサポー

ト機能も含めて、直接行うというよりもシステムでかなり簡便な形で立ち

上げができたり、故障したときには送り返してすぐに新品がもらえるなど、

様々なアフターケアについても契約の中に入れる方向となっている。そう

したことについても、各市町村が個別にやるとなかなか厳しい部分がある

ので、県としてはそういったところの仕様を示して、集約を図っていると

ころである。ご指摘いただいたことは非常に重要な点であるので、今後も

なお気を配っていきたいと思う。

部活動の再開について、新聞でも報道されているように、早速再開して

いる部活動もあるが、部活動の再開の指針としては、報告第１号の別紙１

の２（４）くらいになるのか、それとも各学校にはもっと細かい通知が出

されているのか。また、運動部に限らず文化部も同じような話になると思

うので、文化部についての再開に関する手順も示されているのか、教えて

もらいたい。

１枚別紙という形で５月14日にも出したが、細かく色々な内容を決め

て、（学校に）送っている。検温や体調管理を生徒だけでなく顧問や外部指

導者も必ず行い記録に残すということから始まり、県外遠征の禁止や練習

試合での他校との交流を当面の間禁止することなど、今考えられる感染防
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【付議第１号 令和３年度高知県立中学校及び高等学校の入学定員に関する議案

（高等学校課）】

○高等学校課長 説明

○質疑

木村委員

事務局

職務代理者

各委員

職務代理者

止についてできるだけ細かく示している。これを基に各学校で取り組んで

もらっている。今日の新聞にも出ていたように、かなり間隔を取ったり、

窓を全開にしたりして生徒が活動したりして、先生方も情報を得ているの

で、各学校で工夫をして取り組んでくれているものと思っている。通知は

部活動として出しているので、文化部についても、運動部と同じである。

当面の間というのは、具体的な日にちは決めているのか。

今のところは、県総体の延期という話も出てきたし、あとは県内の感染

状況が判断材料になると思う。その辺りと合わせて判断していきたい。現

在19日間感染者が出ていないので、このままいってくれれば、県立学校で

は今日から大体再開できているので、最初の１週間から２週間は体を慣ら

していって、しばらく（感染者が出ない）状況が続けば、県内での練習試

合など段階を踏んで少しずつ実施していければと考えている。

専決処分報告第３号の承認を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

専決処分報告第１号を原案のとおり承認する。

永野委員

事務局

永野委員

８ページだが、これまで（再編振興計画で）計画してきたことは、粛々

とできているので何の疑義もないが、最後に「実施計画の今後」とあり、

かなり慎重な論議や準備、あるいは環境整備が必要だと思う。２点目の窪

川高校と四万十高校の関係性の中で、これはすでに四万十町の皆さんや関

係者の方々は、きちんと腹の中に収まっているのだろうか。

後期実施計画を策定する時に、各地区ごとに教育委員にも教育委員会協

議会に出席していただき、協議の中で一定の方向性を出したものである。

確かに慎重に取り扱わなければならない部分もあるので、今後検討会等で

窪川高校と四万十高校の状況を報告させていただきながら、また、地元の

四万十町にもご理解いただきながら進めていきたいと思っている。

四万十町の教育長も替わったので、そういったところで漏れのない意思

疎通をお願いしたい。
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（５）議決事項

専決処分報告第１号から第３号 原案どおり承認

付議第１号 原案どおり議決

職務代理者

永野委員

事務局

永野委員

職務代理者

各委員

職務代理者

条件付きということを皆さんが理解していないといけないので、事務局

として対応をお願いする。

高知国際高校に南中学校から行くようになるが、グローバル科にも関心

がある生徒がいるという話もあったが、実際にはどうか。

学校からは、南中学校から高知国際高校のグローバル科への希望がある

という話は聞いている。具体的な数字までは把握していないが、関心のあ

る生徒や保護者はいる。

これはすごくうれしいことである。南中学校の生徒は（国際高校の）普

通科に進学することなっていると思うが、そんな単純な棲み分けだけでな

く、学びのチャンスや広がりのある共存した学びができるように、意思が

絡み合うことは非常に大事だと思うので、ぜひ推奨し応援してあげてもら

いたい。

付議第１号の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。

全員挙手

付議第１号を原案のとおり議決する。


